
一

轡．

桐
山
部
落
が
大
き
く
な
る

、》、

行
　
　
館
次
番

発
　
　
民

日
号
公
清
6

5
　
　
町

解
8
代
沢
代

6
1
松
　
松

年
－
郡
富

犯
第
城
　
話

和
　
　
頸
長

昭
　
　
東
館
電

印刷　松代印刷所

…
…
仙
田
桐
山
が
一
緒
に
な
り
ま
し
た
…
…

　
去
る
四
月
一
日
現
在
を
も
っ
て
、
川

西
町
大
字
桐
山
が
正
式
に
松
代
町
に
編

入
に
な
り
、
松
代
町
大
字
桐
山
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
中
魚
沼
郡
川
西
町

大
字
桐
山
部
落
は
現
在
戸
数
一
七
戸
で

そ
の
位
置
は
東
頸
城
郡
松
代
町
及
び
刈

羽
郡
高
柳
町
の
三
郡
三
町
の
境
界
線
附

近
に
あ
り
、
近
接
し
て
松
代
町
大
字
桐

山
部
落
と
と
も
に
一
区
割
を
形
成
し
て

お
り
、
川
西
町
役
場
に
出
向
く
場
合
、

夏
期
の
比
較
的
交
通
の
便
利
な
場
合
に

お
い
て
も
、
同
字
よ
り
大
字
中
仙
田
ま

で
徒
歩
で
七
．
二
肋
こ
れ
よ
り
パ
ス
を

利
用
し
て
役
場
ま
で
一
〇
．
三
㎞
で
所

要
時
間
が
お
お
よ
そ
二
時
間
四
〇
分
、

又
松
代
町
、
十
日
町
市
経
由
の
全
長
バ

ス
利
用
の
場
合
に
お
い
て
も
二
九
．
五

粁
で
所
要
時
間
は
二
時
間
を
要
し
ま
す

　
　
　
　
　
ゆ

冬
期
間
の
積
雪
時
に
お
い
て
は
想
像
以

上
の
困
難
と
時
間
を
要
す
る
現
況
で
し

た
が
、
昭
和
四
〇
年
春
以
来
同
字
住
民

の
数
回
に
亘
る
話
し
合
い
と
隣
接
の
松

代
町
大
字
桐
山
住
民
の
協
議
を
遂
げ
、

松
代
町
に
対
し
て
正
式
申
入
れ
を
行
っ

て
き
た
も
の
で
す
。
尚
関
係
の
要
項
を

協
定
書
よ
り
抜
葦
し
ま
す
と
次
の
通
り

で
す
。

◎
境
界
変
更
の
協
定
事
項

L
境
界
変
更
実
施
時
期

　
　
　
　
昭
和
四
十
二
年
四
月
一
日

乞
財
産
営
造
物
並
び
に
負
債
の
帰
属
処

　
分
に
つ
い
て

　
①
編
入
す
る
区
域
に
あ
る
川
西
町
有

　
　
財
産
は
松
代
町
に
引
続
く
も
の
と

　
　
す
る

　
②
上
記
以
外
の
川
西
町
有
財
産
及
び

　
　
松
代
町
有
財
産
は
、
そ
の
ま
ま
据

　
　
置
く
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
川
西

　
　
町
大
字
桐
山
に
所
属
す
る
町
有
山

　
　
林
の
管
理
、
使
用
、
収
益
は
従
来

　
　
の
慣
行
に
よ
り
川
西
町
大
字
桐
山

　
　
の
住
民
が
こ
れ
を
行
う

　
⑧
川
西
町
の
負
債
は
す
べ
て
川
西
町

　
　
に
帰
属
す
る
も
の
と
す
る

よ
小
・
中
学
校
の
通
学
は
従
前
ど
お
り

　
桐
谷
小
・
中
学
校
と
す
る

4
消
防
団
の
緯
織
に
つ
い
て

　
①
松
代
町
に
統
合
し
て
松
代
町
消
防

　
　
団
第
三
分
団
に
編
入
す
る

　
②
消
防
機
械
器
具
、
そ
の
他
の
設
備

　
　
及
び
経
費
の
分
担
は
松
代
町
の
慣

　
　
行
に
よ
る

聖
　
　
　
　
旨
セ
　
　
　
　
　
9
　
　
　
　
｝
岬
　
　
1

　
－
　
　
　
　
　
5
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
6
　
　
　
　
　
i
　
　
　
　
　
l

3
各
種
団
体
の
統
合
に
つ
い
て

　
①
青
年
団
は
編
入
と
同
時
に
松
代
町

　
　
に
統
合
す
る
も
の
と
す
る

　
②
婦
人
会
は
編
入
と
同
時
に
松
代
町

　
　
に
統
合
す
る
も
の
と
す
る

　
③
そ
の
他
の
各
種
団
体
は
編
入
と
同

　
　
時
に
松
代
町
に
統
合
す
る
も
の
と

　
　
す
る

◎
旧
仙
田
桐
山
の
人
口
及
戸
数
、
土
地

　
　
人
　
口
　
　
　
　
八
○
人

　
　
戸
　
数
　
　
　
　
一
七
戸

◎
土
地田畑宅

地
山
林

原
野

そ
の
他

計

一〇〇〇〇〇〇
、　　、　　、　　、　　、　　、　　、

四七〇五〇〇〇
一二〇〇〇八九
九七二三八五四

　
町
議
会
の
常
任
委
員

　
が
決
定

　
　
』
H
新
議
会
の
運
営
初
ま
る
H

　
先
に
行
な
わ
れ
た
松
代
町
の
町
議
会

常
任
委
員
が
次
の
様
に
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

　
　
　
◎
印
委
員
長
　
○
印
副
委
員
長

囹
総
務
文
教
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
小
堺
　
　
盛
一

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
　
政
行

　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
　
勝
芳

　
　
　
　
　
　
　
◎
武
田
　
　
良
平

　
　
　
　
　
　
　
　
関
谷
　
慶
三
郎
’

　
　
　
　
　
　
　
○
小
野
島
　
正
守

　
　
　
　
　
　
　
　
秋
山
　
　
利
作

囹
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
◎
石
野
　
　
勝
以

　
　
　
　
　
　
　
　
若
井
　
　
忠
蔵

　
　
　
　
　
　
　
○
小
堺
　
　
又
七

　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
　
　
璋
次

　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
　
　
誠

　
　
　
　
　
　
　
　
山
岸
　
　
丈
孔

囹
社
会
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
◎
山
岸
　
　
勝
重

　
　
　
　
　
　
　
　
宮
沢
　
一
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
○
米
持

　
　
　
　
　
　
　
　
柳

　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋

　
　
　
　
　
　
　
　
室
岡

　
　
　
　
　
　
　
　
関
谷

囹
産
業
経
済
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
G
佐
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋

　
　
　
　
　
　
　
O
樋
口

　
　
　
　
　
　
　
　
若
月

　
　
　
　
　
　
　
　
志
賀

清久長幸春
栄助市雄行

　
兼
作

　
忠
平

富
之
亟

　
延
夫

　
　
清

　
尚
特
別
委
員
会
の
各
委
員
は
次
の
通

り
で
す
。

囹
消
防
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
　
　
璋
次

　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
　
俊
正

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
　
兼
作
・
．
．

囹
桐
谷
小
中
学
校
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
島
　
正
守

　
　
　
　
　
　
　
　
秋
山
　
　
利
作

囹
伝
染
病
舎
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
武
田

　
　
　
　
　
　
　
　
樋
口

　
　
　
　
　
　
　
　
関
谷

　
　
　
　
　
　
　
　
秋
山

圃
青
少
年
問
題
協
議
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
井
上

　
兼
作

　
良
平

富
之
亟

慶
三
郎

　
利
作

1》

　　　　誠
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松
代
町

　
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
盛
大
に
発
足

　
老
境
に
入
っ
た
仲
間
同
志
が
集
っ
て

楽
し
み
な
が
ら
、
世
の
移
り
変
り
に
、

合
う
よ
う
な
自
分
達
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
語
り
あ
い
、
考
え
合
う
こ
と
に
よ
●

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
と
こ
ろ
を
得
て
、
よ

り
有
意
義
な
生
活
を
送
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
昭
和
四
十
年
に
儀
明
に
老
人

ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
た
の
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
そ
の
後
各
地
に
結
成
の
気
運

が
高
ま
り
、
そ
の
名
も
、
鶴
亀
会
、
和
・

楽
ク
ラ
ブ
、
こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ
、
大
黒

ク
ラ
ブ
、
エ
ビ
ス
ク
ラ
ブ
等
長
寿
や
目

出
度
い
も
の
に
ち
な
ん
だ
名
の
ク
ラ
ブ

が
続
々
と
誕
生
し
、
現
在
町
内
に
十
八

の
ク
ラ
ブ
が
で
き
、
老
人
（
六
十
才
）
の

七
十
％
近
い
方
々
が
加
入
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
町
当
局
で
は
、
こ
れ
ら
の
ク
ラ

ブ
が
お
亙
い
に
つ
な
が
り
を
持
ち
、
円

滑
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
、
町
の
連
合

会
を
結
成
し
て
も
ら
う
よ
う
音
頭
を
と

っ
た
と
こ
ろ
、
代
表
者
の
方
々
が
心
良

く
お
集
り
下
さ
い
ま
し
て
去
る
五
月
二

十
七
日
、
松
代
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

が
結
成
さ
れ
活
動
を
開
始
い
た
し
ま
し

た
。
役
員
人
事
は
次
の
と
お
り
で
す
。
・

会
長
、
本
山
祖
心
　
副
会
長
、
宮
沢
正

臣
、
山
岸
宇
吉
、
山
岸
政
五
郎
　
会
計

井
上
政
喜
（
役
場
）
幹
事
、
高
橋
芳
平

（
役
場
）
　
紳

温
泉
地
へ
の
旅
行
、
菊
作
り
、
盆
踊
り

ぺ
の
総
参
加
、
ロ
ー
プ
ゲ
ー
ム
大
会
、

講
演
な
ど
そ
の
地
区
に
合
っ
た
計
画
や

活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り

ま
す
◎

老
人
ク
ラ
ブ
の
結
成
や
活
動
に
つ
い
て

の
相
談
は
役
場
の
社
会
福
祉
係
へ
ご
連

絡
下
さ
い
。

農
村
集
団
自
動
電
話
の

　
　
申
込
み
が
締
切
ら
れ
ま
し
た

…
…
…
申
込
み
は
五
七
・
五
二
％
…
…

　
こ
の
た
び
、
松
代
、
山
平
、
奴
奈
川

の
三
農
協
と
協
議
の
上
、
農
村
集
団
自

動
電
話
（
農
集
電
話
）
設
置
事
業
は
、
松

代
町
全
町
の
事
業
と
し
て
、
町
と
三
農

協
合
体
の
上
、
事
業
の
達
成
と
推
進
に

努
力
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
農
集
電
話
は
、
農
林
漁
業
地
域

に
お
い
て
電
話
を
希
望
す
る
方
々
が
非

常
に
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
一
般

の
加
入
電
話
で
す
と
い
ろ
く
制
約
が

あ
っ
て
、
申
込
ん
で
も
自
由
に
と
り
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
電
々

公
社
で
は
、
一
定
数
ま
と
ま
れ
ば
「
農

集
電
話
」
の
制
度
を
設
け
、
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
先
に
各

部
落
の
嘱
託
員
会
議
や
ち
ら
し
で
皆
様

に
お
し
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
が
、
こ
の

程
そ
の
希
望
が
一
応
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
紙
上
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す

　
尚
こ
の
程
、
十
日
町
電
々
公
社
へ
架

設
申
請
を
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
県
下
の
農
集
電
話
の
申
込
み
は

五
月
末
で
三
万
戸
あ
る
も
よ
う
で
、
来

年
の
着
工
は
見
通
し
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
現
状
で
あ
る
の
で
、
町
で
は
来
年

度
着
工
し
た
い
方
針
で
関
係
機
関
と
折

衝
中
で
す
。
各
部
落
の
希
望
数
は
別
表

の
通
り
で
す
。

時代までの町の歴史戸江

　
　
か
ね
て
か
ら
町
民
の
皆
さ

る
ん
の
注
目
を
集
め
、
深
い
関

さ
心
を
寄
せ
ら
れ
て
い
た
、
松

行
代
町
の
郷
土
誌
の
内
、
沿
草

発
編
上
巻
が
こ
の
程
、
町
教
育

編
饗
経
の
講
畿
羅

志
日
報
紙
上
で
も
紹
介
さ
れ
ま

ヨ
ロ土

し
た
が
、
そ
の
後
谷
地
よ
り

郷
問
合
せ
も
あ
り
大
き
な
反
響

町
を
よ
ん
で
い
ま
す
。

代
そ
の
内
容
は
、
第
一
章
松

松
代
町
の
地
質
。
第
二
章
縄
紋

　
式
時
代
。
第
三
章
国
造
時
代

第
四
章
国
司
・
郡
司
時
代
。
第
五
章
守

護
・
地
頭
時
代
（
豪
族
の
興
亡
）
（
村
落
．

土
地
制
度
の
変
遷
×
正
平
検
地
）
。
第

六
章
藩
候
・
代
官
時
代
（
藩
候
・
代
官
の

交
替
×
天
和
検
地
×
民
政
組
織
と
住
民

負
担
×
安
永
検
地
×
郷
蔵
×
大
政
奉
還

と
明
治
成
辰
の
役
）
と
な
っ
て
お
り
、

犬
伏
城
、
松
代
城
、
室
野
城
の
沿
革
な

ど
も
詳
し
く
の
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
又

各
検
地
は
古
文
書
を
写
真
に
の
せ
各
字

名
別
に
編
集
を
行
っ
て
い
る
な
ど
、
研

究
家
ば
か
り
で
な
く
広
く
一
般
0
人
に

も
参
考
に
な
る
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す

　
教
育
委
員
会
で
は
部
数
を
か
ぎ
っ
て

印
刷
し
ま
し
た
の
で
、
御
希
望
の
方
は

早
目
に
（
印
刷
代
実
費
二
〇
〇
円
）
を
添

え
て
申
込
ま
れ
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

．
量
－
畳
0
0
■
0
■
1
蓬
．
O
O
ロ
9
1
ー
璽
9
5
9
9
0
巳
l
1
0
0
0
9
0
1
雛
8
ロ
O
■
9
8
盤
董
塵
9
D
O
O
置
監
ー
1
3
－
8
0
・
濫
匪
聾
9
0
9
9
0
1
唐
愚
9
9
0
8
6
ー
塵
1
9
．
8
・
0
馨
－
巴
0
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8
5
0
雛
纏
1
・
O
o
O
ロ
置
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農集電話希望部落別表

α） （2） ⑧ ④ ④
字　　名 全戸数 既加入

電話数
差引未
加入数

申込者
数

一
⑧
％

松　　代 、327 135 192 132 68．75

小荒戸 ．38 5 33 21 63．63

太’　平 31 4 27 7 25．92

菅　　刈 51 3 48 23 47．91

田　　沢 37 2 35 26 74．28

小屋丸 23 2 21 22 100．00

池之畑 25 1 ・　24 22 95．65

下　　山 37 1 36 22 61．11

千　　年 91 7 84 63 75．00

池　　尻 29 1 ・28 8 2．85
会　　沢 49 2 47 19 40．42

清　　水 68 4 64 43 67．18

桐　　山 52 1 51 10 19．60

蓬　　平 79 3 76 66 8G．84：

東　　山 9 1 8 P
g

100．00

海　　老 52 1 51 20 39．21

犬　　伏 δ7 3 84 38 4：5．23

孟　　地 26 2 24 24： 100．00

片桐山 14 1 13 14： 100．00

滝　　沢 26 1 25 16 64．00

中　　子 10 ’1 9 9 100．00

苧　　島 33 2 31 10 32．25

田野倉 62 5 57 15 26．31

仙　　納 38 1 37 ・10 27．02

田　　代 52 1 51 4 7．84
筋　　平 50 1 49 34 69．38

小　　貫 16 1 15 11 26．66

諏訪峠 25 1 24
寺　　田 64 2 62 4：9 25．80

名　　平 37 1 36 11 30．55

小　　池
蒲　　生 129 12 117 60 51．28

儀　　明 84 3 81 37 45．67

福　　島 51 4 47 31 65．95

奈良立 23 1 22 14： 63．63

室　　野 221 43 174 74 42．53

竹　　所 39 1 38 27 71．U5

濁 31 1 30 21 70．00

峠 57 6 51 52 100．0り

木和田原 56 4 52 39 75．00

計 2，225 271 1，954 1，124 57．52



七
月
か
ら
印
紙
税
法
が
改
正
さ
れ
る

高
田
税
務
署

　
　
今
回
の
税
制
改
正
に
よ
っ
て
、
印
紙
税
法
が
全
国
的
に
改
正
さ
れ
、
七
月
一
日
か
ら

　
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
改
正
点
は
、
課
税
物
件
の
整
備
と
、
免
税
お
よ
び
、
税

　
率
の
引
上
げ
の
ほ
か
総
会
に
お
け
る
委
任
状
等
で
、
一
部
納
税
方
法
が
改
め
ら
れ
た
。

　
課
税
物
件
、
税
率
等
ば
、
次
の
一
覧
表
の
と
お
り
に
な
る
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
詳
細
は
、
税
務
署
間
税
課
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

囹
印
紙
税
課
税
物
件
及
び
税
率
嗣
覧
表
　
　
　
　
（
4
2
・
7
・
－
適
用
）

　　馨

番籾　課税文書
　　1

i課税標準i税率欝難憲 　　I　　　　　　　　　　　　l
番号i　課税文書　1課税標準
　　　　　　　　　　　　●

l
l
税
1

率雛灘文書及び
9

1i1・不動産、磧業権、無！　　　10万円以下i　50円11万円未満

　1体財産権、営業の譲1　　　50万円〃1　200円l
　l渡等に関する契約書i　　　100万円”！　500円1

騰織鱗1；翻lil鱗
i3．消費貸借に関する契i　　　1億円〃1　1万円l
l約書　　　　　　11億円をこえるものi　2万円i
i4．運送に関する契約書記載金額ないもの　1　50円1

崎

15i株券・’出資証券社債i100万円未満i
　l券、証券投資信託、貸1500万円〃l
　l付信託の受益証券　　疹00万円以U

20円1特別の法律により
100円1設立された法人の
500円1出資証券
　　己61合併契約書　　　　　1 1通11

量
1，000円1

7i定款　　　　　l
l　　　　　　l

〃 …
§

1，000円i会社公証人の保存
　　　1するもの以外

81継続的取引の基本となl
　lる契約書　　　　　1

〃 1
｝

200円1

　　1
　　1g　i予貯金証書　　　　1 〃

I
l

．20円1

1 10貨物引換証、倉庫証券i

　l・船荷証券　　　1
〃 1φ

3
　　120円1
　　5

I　　　　　　　　　l　　　　l
l　　100万円未満i　20円i1万円未満
1　　200万円以下1　200円i
l　　300万円〃1　500円l
i　50・万円〃i1ρ・・円l
l　　1・000万円〃12・000円i
l　　5・000万円〃15，000円l
l　　　1億円”1　1万円1
：1億円をこえるもの12万円1
：記載金額ないもの　1　20円l
l　　　　　　　　　l　　　　l

11保険証券　　　　　　1 ” き 20円1
　　畦121信用状　　　　　　l

　l　　　　　　　　　　l
〃

1
3

20円1

　1

21請負に関する契約書
　i

　i

　…

　1　　　　　　一
　量

　1

13：信託行為証書　　　　1 〃 ｝ 20円1

蓋
14醤雀鰭穰灘奪i
　　lの設定に関する契約書
　　i2．無体財産権の実施権i’

1
＿
1

使用権に関する契約書1

〃

5
3
1
5
2
1

20円1質屋等作成の質札
　　旨
　　｝

　　旨

　　1
　　…

i」至」鐘務保証契約書　　　i 〃

2 20円：身元保証書

1
16i賃貸借使用貸借契約書i 〃 ： 20円l

　　I17委任状　　　　　　l
　l　　　　　　　　　　l

” 1
1
：

20円1金銭の受領のみで営
　　1業に関しないもの
　　量18i金銭有価証券の寄託契i

l＿1約書　　　　　　　1
〃

：
；

20円1
　　；

　8　　　　　　　　　　　警　　　　　　　　　　l　　　　l31約束手形又は為替手1　　　20万円以下1　20円i①10万円未満
　1形　　　　　　　　1　　　30万円〃1　30円l
　l　　　　　　　　l　　　50万円〃1　50円：②記載金額な・…
　l　　　　　　　　l　　　100万円〃1　100円1いもの

1　　1188募副188胃i③手形の復本、
　l　　　　　　　　l　　500万円〃1　500円1又は謄本
　l　　　　　　　　l　　1ρ00万円〃11・000円l
　l　　　　　　　　1　　5・∞0万円”12・000円i
l　　　　　　　　l5・000万円をこえる13，000円l

　　　　　　　　　　　lもの　　　　　　l
　　　　　　　　　　　l1覧払のもの
　　　　　　　　　　　i政令で定められた銀
　　　　　　　　　　　1行等を振出人、受取l
　　　　　　　　　　　l人とするもの等　　1

巴i雛有価証券の譲渡契i 〃 旨
：

　　鳳20円11万円未満
　　旨

1 2

20i債権譲渡、債務引受契i
　約書　　　　　　　1

〃

1
1
1

20円i1万円未満
　　：

｝
1

1　20円1
　　　　3 1

21i監鍛野配当金i 〃 ：
1

20円β千円未満
　　…

　　1
■
　
8
ー
ー
ー
己
1
．

　　　　3
1　20円i

221金銭有価証券受取書　l
　l　　　　　　　　　　l
　l

〃 ；
1
1

20円1①1万円未満②営
　　業に関しないもの

3 ’231予貯金通帳相互銀行無i
　　侭会社の掛金通帳生命1
　　保険会社の保険料通幌

1冊1

1
1

葛

　｝

4・物品切手
　1

　3

i千円以下のもの13・円i6。。円未満

1千円をこえるものはl　　　l

20円1信用金庫法律で定
　　1めた金融機関の予
　　1貯金通帳等

き
汗円又は端数毎にi　30円i
　　　　　　　　　l　20円1 24i通帳　　　　　1 〃 ：

1
40円1
　　膠1 1記載金額ないもの

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■ 25削取帳　　　　i ” 1 400円1
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近
ご
ろ
「
ホ
1
ム
リ
カ
！
」

と
い
う
言
葉
か
よ
く
使
わ
れ
て

い
ま
す
が
ご
存
知
で
す
か
。

わ
か
り
や
す
く
言
い
ま
す
と
、

．
家
庭
で
作
っ
て
飲
む
果
実
酒
の

こ
と
で
、
代
表
的
な
も
の
に
「
、

梅
酒
」
が
あ
り
ま
す
。

　
「
ホ
ー
ム
リ
カ
：
」
の
材
料
と

し
て
使
っ
て
い
い
果
実
は
「
梅

」
　
「
み
か
ん
」
　
「
ぐ
み
」
　
「
い

ち
ご
」
「
に
ん
に
く
」
「
か
り

ん
」
　
「
さ
る
な
し
」
　
「
と
ち
」

　
「
ま
た
た
び
」
　
「
く
こ
」
　
「
す

も
も
」
　
「
く
わ
」
の
十
三
種
類

で
、
そ
れ
以
外
の
果
実
た
と
え

ば
リ
ン
ゴ
、
バ
ナ
ナ
な
ど
を
使

っ
て
作
り
ま
す
と
酒
税
法
に
よ

り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　
い
ち
ご
が
出
廻
り
、
梅
も
近

く
実
り
ま
す
。
　
「
ホ
ー
ム
リ
カ

ー
」
は
安
心
し
て
飲
め
て
体
に

も
よ
い
十
三
種
類
の
果
実
を
使

っ
て
作
り
ま
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
高
田
税
務
署

第
三
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
の
日

　
六
月
二
十
五
日
に
決
定

　
今
年
の
「
県
民
ス
ボ
ー
ッ
の

日
」
は
六
月
第
一
日
曜
の
四
目

に
、
全
県
下
十
六
ブ
p
ツ
ク
で

一
斉
に
ス
ポ
ー
ツ
の
実
施
に
あ

た
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
主
会
場
は
上
越
（
高
田
）

で
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
東
頸
城
郡
で
は
、

地
域
性
を
考
慮
し
て
六
月
二
十

五
日
に
行
な
う
こ
と
に
決
定
い

た
し
ま
し
た
。
昨
年
よ
り
二
会

場
制
を
採
用
し
て
ぎ
ま
し
た
の

で
本
年
竜
そ
の
線
で
実
施
す
る

こ
と
と
な
り
、
主
会
場
を
松
之

山
町
、
副
会
場
を
浦
川
原
村
と

し
、
種
目
は
松
之
山
会
場
で
は

ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
・
卓
球
。
浦
川

原
会
場
で
は
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
・

剣
道
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
当
町
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

種
目
に
代
表
選
手
を
送
り
、
そ

の
健
闘
を
期
待
し
て
お
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
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松
代
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
同
教

育
委
員
会
の
後
援
を
得
て
、
児
童
福
祉

週
間
に
ち
な
み
「
作
文
す
る
こ
と
に
よ

り
児
童
自
か
ら
児
童
の
し
あ
わ
せ
に
つ

い
て
考
え
、
ま
た
作
文
を
通
じ
て
、
町

教
育
委
員
会
、
学
校
の
各
関
係
者
は
児

童
の
福
祉
に
つ
い
て
考
え
る
」
こ
と
を
．

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
町
内
小
中
学
校
児
童
の

作
文
コ
ソ
ク
ー
ル
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

学
校
長
並
に
分
校
主
任
か
ら
一
七
三
編

に
の
ぼ
る
多
数
の
作
品
の
推
せ
ん
が
あ

，
り
、
役
場
の
関
係
者
九
名
が
慎
重
審
査

の
結
果
左
記
の
と
お
り
入
賞
者
を
決
定

し
賞
状
と
賞
品
を
贈
っ
た
。

囹
小
学
校
の
部

嗣
年
一
位
「
う
ち
の
お
と
う
さ
ん
」
い

け
だ
く
み
こ
（
北
山
小
）
二
位
「
う
ち
の

ひ
と
」
わ
か
い
あ
け
み
（
蓬
平
分
校
）
三
『

位
「
お
か
あ
さ
ん
」
い
け
だ
か
ず
は
る

（
北
山
小
）

三
年
一
位
「
子
も
り
」
石
沢
悦
子
（
海

老
分
校
）
二
位
石
沢
勝
芳
（
海
老
分
校
）

三
位
「
わ
た
く
し
の
学
校
」
さ
と
う
ゆ

う
こ
（
松
代
小
）

三
年
一
位
「
父
に
の
ぞ
み
た
い
」
馬
場

澄
江
（
蒲
生
小
）
二
位
「
べ
ん
き
よ
う
」

中
村
保
（
田
代
分
校
）
三
位
「
こ
う
つ
う

じ
こ
」
ば
ん
ば
ま
ち
こ
（
清
水
小
）

四
年
一
位
「
私
の
勉
強
べ
や
」
本
山
総

子
（
松
代
小
）
二
位
「
お
て
つ
だ
い
」
室

岡
善
明
（
北
山
小
）
三
位
「
私
の
今
ま
で

」
山
岸
咲
子
（
蒲
生
小
）

五
年
一
位
「
交
通
安
全
に
つ
い
て
大
人

に
望
む
こ
と
」
富
沢
博
子
（
松
代
小
）

二
位
「
勉
強
部
屋
」
池
田
公
司
（
北
山

小
）
三
位
「
遊
び
場
と
交
通
」
武
田
正

二
（
松
代
小
）

六
年
一
位
「
テ
レ
ピ
が
ほ
し
い
」
若
井

え
り
子
（
蓬
平
分
校
）
二
位
「
ぼ
く
の
お

父
さ
ん
」
斉
藤
修
二
（
北
山
小
）
三
位
「

父
母
に
望
む
こ
と
」
山
岸
恵
子
（
寺
田

分
校
）

囹
中
学
校
の
部

扁
年
一
位
「
家
庭
の
こ
と
「
佐
藤
堅
噸

（
孟
地
中
）
二
位
「
勉
強
部
屋
」
中
村
敏

夫
（
清
水
中
）
三
位
「
父
母
に
望
む
こ
と

」
高
橋
敏
枝
（
松
代
中
）

二
年
一
位
「
交
通
安
全
の
こ
と
、
通
学

道
路
」
山
賀
千
恵
子
（
松
代
中
）
二
位

「
交
通
安
全
、
大
人
に
望
む
こ
と
」
石

田
明
美
（
孟
地
中
）
三
位
「
学
友
」
小

堺
洋
一
（
山
平
中
）

三
年
一
位
「
交
通
安
全
に
つ
い
て
思
う
」

市
川
文
子
（
松
代
中
）
二
位
「
食
事
」
山

岸
き
え
子
（
孟
地
中
）
三
位
「
勉
強
部
屋
」

小
野
島
と
よ
子
（
清
水
中
）

簡
易
保
険
の
還
元
融
資
〃
”

　
完
成
し
た
菅
刈
分
校

　
最
近
の
地
方
財
政
は
、
さ
か
ん
に
窮

乏
化
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
幾
多
の

重
要
課
題
を
か
、
え
て
い
る
状
態
に
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
郵
政
省
に
お
い
て
は

《
一
位
入
選
V

　
　
交
通
安
全
に
つ
い
て

　
　
　
　
大
人
に
望
む
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
そ
う
し
開
力

て
い
な
い
所
は
道
が
悪
く
、
で
こ
ぼ
こ
皿
お
噛
だ
ん
ほ
ど
う
で
、

し
て
い
る
所
が
多
く
て
、
雨
が
ふ
る
と
…
廠
叫
自
動
陣
の
運
転
手
さ
ん
も
悪
い
と

水
た
ま
り
が
、
あ
ち
こ
ち
に
で
き
ま
す
…
思
し
ま
す

自
動
車
や
バ
イ
ク
が
、
通
る
と
水
が
、
…
　
わ
た
し
た
ち
も
、
お
お
だ
ん
ほ
ど
う

は
ね
上
が
り
た
い
へ
ん
困
り
ま
す
。
　
皿
を
わ
た
る
時
は
、
自
動
車
が
こ
な
い
か

こ
の
前
学
校
に
行
く
時
、
水
た
ま
り
の
㎜
左
右
を
よ
く
見
て
か
略
、
手
吃
上
V
て

所
で
、
水
が
は
ね
て
、
ズ
ボ
ン
が
ど
ろ
㎝
わ
た
る
よ
う
に
し
て
し
ま
す
カ
ら
　
自

　
松
代
小
学
校
五
年
富
沢
博
子

学
校
へ
通
学
す
る
と
中
、

皿
も
な
る
と
思
い
ま
す
。

…
そ
れ
か
ら
松
代
に
は
、
大
き
な
交
通
事

り

㎜
故
は
あ
ま
り
起
こ
り
ま
せ
ん
が
、
松
代

コ

師
小
学
校
で
も
、
こ
の
前
の
よ
う
な
、
ダ

リ

醐
ソ
プ
カ
！
と
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
子

ロ

…
供
が
ぶ
つ
か
っ
た
よ
う
な
事
故
は
、
ど

㎜
ち
ら
が
、
悪
い
の
か
よ
く
知
り
ま
せ
ん

㎝
．
、
、
子
供
が
飛
び
だ
す
の
も
悪
い
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
停
止
を
し

霧
醗
鷺
鑓
灘
鷹
緩
鞭
繧

い
と
思
い
ま
す
．
　
　
　
竃
が
安
心
し
て
腰
が
で
き
る
よ
う
に

又
、
こ
の
よ
う
に
道
が
悪
い
と
交
通
事
㎝
し
て
く
だ
さ
い

故
も
起
き
る
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
…
運
転
手
さ
ん
も
わ
た
し
た
ち
も
よ
く
注

こ
の
前
小
学
校
の
入
り
口
の
所
に
黄
色
…
意
を
し
て
、
ぜ
っ
た
い
交
通
事
故
の
起

い
旗
が
あ
っ
た
の
忙
、
ど
う
し
て
な
く
皿
き
な
い
町
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
っ
た
で
し
よ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
皿
そ
れ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
の
道
路
ひ
よ
う

右
が
わ
と
左
が
わ
に
旗
が
あ
っ
た
方
が
…
し
き
が
あ
る
そ
う
で
す
が
、
私
た
ち
は

よ
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
、
　
　
　
　
…
よ
く
し
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
が
よ
く
勉

そ
の
わ
け
は
小
さ
い
子
供
に
お
お
だ
ん
…
強
し
て
、
歩
行
者
も
運
転
手
さ
ん
も
協

ほ
ど
う
を
わ
た
る
時
の
注
意
と
勉
強
に
皿
力
し
て
よ
い
町
に
し
た
い
と
思
い
ま
す

鐘ゆ

蓼
、一

覇
、

簡
易
保
険
事
業
と
積
立
金
の
還
元
融
資

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
が
日
頃

郵
便
局
へ
積
ん
で
い
る
簡
易
生
命
保
険

と
郵
便
年
金
積
立
金
は
、
身
近
か
な
施

設
の
整
備
に
役
立
っ
て
お
り
ま
し
て
、

当
町
と
し
ま
し
て
は
、
至
近
な
例
と
し

て
、
町
役
場
の
建
設
事
業
も
こ
の
融
資

を
う
け
ま
し
た
。
こ
の
度
菅
刈
分
校
の

新
築
に
あ
た
っ
て
も
、
工
事
費
六
九
三

万
円
の
う
ち
の
一
部
を
郵
政
省
の
簡
易

保
険
事
業
等
の
積
立
金
か
ら
融
資
の
還

元
を
受
け
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
も
今
後
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。


